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頁投類における下肢筋の形態と機能の閑速を明
らかにする研究の一環として.以下の研究を行な
った｡
筋力は正確には筋重量ではなく.筋の生理的断
面積 (筋線維の走行方向に対して直角な横断両班)
に比例する｡従って.筋重虫に比して生理的断面
積の大きい筋一一羽状筋など- では.肪重出に比
して大きい筋力を持っていると言われている｡そ
こで.各筋の筋力を比較するには.筋琵丑では不
十分な時もあると思われる｡理想的には筋の生理
的断面街を測定すればよいが.これは測定が困難
である｡そこで.これに代わるものとして艇断面
積が使えるか.どうかを検討することにし･その節
一段階として.艇断面積と筋重量の閃迎を調べた｡
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